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はじめに

　2021年1月13日から15日にかけて開催されたラオス人民革命党第11回全国代
表者大会（党大会）では，国家建設路線の転換が図られるとともに，社会主義イ
デオロギーが再び強調された。経済開発路線は成長主義から安定や持続に修正さ
れ，政治改革は「国民に利益や幸福をもたらすことが最高の目標」（Phak 
pasaxon pativat lao 2021, 13-14）となった。そして党は，新たな国家建設路
線を社会主義建設の理想に沿うものであると正当化し，ラオスはその初期段階に
あると時間を巻き戻したのである。その意味で今大会は，新指導部による新たな
「社会主義国家建設」の開始を宣言したとも受け取れる。
　このような方針が示された背景には，国家建設が岐路に差し掛かっていたこと
がある。序章で示されたように，汚職・不正，経済格差，社会的不平等などの拡
大により，党支配の正当性はこの5年間で大きく低下した。国民の信頼回復は喫
緊の課題であり，とくに若年層のあいだに高まる不満を解消し，彼らを体制に取
り込むことが重要となった。
　そして，党大会とその後の国会で国家建設を担う新たな指導部が誕生した。党・
国家の指導部は世代交代が行われ，革命闘争を前線で率いた経験のない世代が権
力の中枢を占めた。旧指導層にとって，世代交代は自らの子息・子女への権力移
譲という側面もあったものの，能力と経験を兼ね備えた布陣になったといえる。
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　そこで本章は，党大会で行われた「第10期党中央執行委員会政治報告」（以下，
「政治報告」）と党・政府人事を分析し，国家建設路線と新指導部の特徴を明ら
かにする。第1節では，「政治報告」で示された党の基本方針を考察する。経済
や社会開発，また外交方針の詳細な分析は第2章以降で行われるため，ここでは
党の認識の変化に着目して方針の大枠について述べる。第2節では，新路線を正
当化するために改めて強調された社会主義の意味と，新路線を実施する上での支
えとなる「カイソーン・ポムヴィハーン思想」について論じる。第3節では党・
政府人事を分析し，その特徴について述べる。そして最後に党大会と人事を総括
する。党は直面する問題の解決にこれまで以上に真摯に取り組む意志を表明し，
新指導部も国民に期待を抱かせる布陣となった。

国家建設路線の転換と国民に配慮した方針1

1-1　大会のキーワードとなった「転換」
　第11回党大会のキーワードは「転換」（カーン・ハンピアン）である。それは今大
会のスローガンからも明確に読み取れる。まず前回大会のスローガンを確認しよう。

「党の領導能力と前衛性1を向上させ，ラオス人民の大団結を強化し，全分
野における刷新路線2を堅持するとともに原則3を保ち，持続的方針に沿って
国防と国家建設を行い，着実に社会主義の目的に至る」4。

1　「前衛性」とは党と人民の理想のために犠牲になり，人民に従事し，党内や社会における否定的現象（薬
物や汚職などの社会問題を指す）や敵の破壊活動と断固闘争することである（Khana khosana 
ophom sunkang phak 2015, 20-22）。

2　刷新路線とは1986年の第4回党大会で掲げられた「新思考」というスローガンによって本格化し，現
在まで続く包括的な改革を意味する。経済では，新たな管理メカニズムを通じた自給自足自然経済か
ら商品経済への移行，政治では各機関の役割を明確にするとともに効率的な管理による人民民主主義
体制の改善，社会・文化面では経済発展にみあった開発が中心目標として掲げられた（Khana 
khosana ophon sunkang phak 2015, 10-16）。

3　原則とは1989年の第4期党中央執行委員会第8回総会で提示された「マルクス・レーニン主義の堅持」
などの6原則を指す。詳細については山田（2017, 21-22）を参照。

4　山田（2017, 20）ではよりラオス語に忠実に訳したが，本稿では日本語として理解しやすい記述に
改めた。
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　一方，今大会のスローガンは以下のようになっている。

「党の領導能力を向上するとともに，国民における一枚岩的団結や政治分野
の安定を堅く強化し，刷新路線をより深く発展させ，経済・社会開発が力強
く新たな質に至るよう転換する。人民の生活レベルがより向上し，国家が後
発開発途上国の地位から脱却するとともに，社会主義の目的に至るよう引き
続き導く」。

　2つのスローガンを比較すると，領導能力や団結，また刷新路線や社会主義の
目的などに変化がない一方で，今大会では経済・社会開発の質を向上させるため
の転換や，国民の生活レベルの引き上げによる後発開発途上国脱却が加わってい
ることがわかる。これら2つの目標は決して新しいものではなく，過去の党大会
でも言及されてきた。しかし今大会ではスローガンに入るほどの重要性をもち，
「政治報告」のなかでも繰り返し強調されたのである。
　「転換」は党が直面する問題の解決と密接に結びついている。言い換えれば，
転換が達成されれば成果が得られ，達成できなければ問題は未解決のままという
ことである。たとえばこの言葉は前回大会の「政治報告」おいて，「工業化・近
代化，また知的経済への転換のための基本的要素が芽生えた」「ミレニアム開発目
標をほとんど達成し明確な転換を行なった」「教育に対する間違った価値観を転換
した」「（社会問題の）解決に努力しているが十分な転換ができていない」「思考・
思 想 分 野 の 転 換 が で き て い な い 」（Phak pasaxon pativat lao 2016b, 12-
13,26）などと使用された。
　今大会でも同様である。「政治報告」では，党員の政治的資質5の退行，政治改
革の遅れ，麻薬，人身売買，交通事故など各種問題の悪化，不十分なソーシャル
メディア管理，財政赤字や債務の拡大など，積年の問題が解決されないのは党が
転換を達成できていないことがおもな原因とされた（Phak pasaxon pativat 
lao 2021, 11）。そして党は，経済・社会開発分野だけでなく，党内および人民

5　労働者階級や敵と味方を見分ける見解をもち，社会主義の理想を固く信頼することである（Khana 
khosana ophom sunkang phak 2015, 28-29）。
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民主主義政治制度の改善においても，包括的な転換の必要性を訴えた（Phak 
pasaxon pativat lao 2021, 15）。
　つまり「転換」を強調することで，積年の問題が多方面で悪化している現状を
打破し，解決する強い意志を国民に示したのである。裏を返せば多くの分野で問
題が未解決であり，これまでの党対応が不十分だと暗に認めたともいえる。

1-2　国民に目を向けた国家建設路線
　転換によってめざされるのが「国民の生活レベルの向上」である。この目標も
これまでの党大会で言及されてきたが，今大会ではより国民に寄り添う姿勢が示
された。とくに経済・社会的弱者に対して，これまで以上の配慮がみられる。そ
のためか，これまでの経済成長を最優先とした経済開発路線が転換され，持続と
安定がめざされるようになった。今後5年間の年間平均経済成長率は，1990年
代以降でもっとも低い4％に設定された（Phak pasaxon pativat lao 2021, 16）。
　
　党が示した新たな国家建設路線は「政治報告」のつぎの文言に集約されている。

「……国家が社会主義の目標に至るよう領導する我が党は，すべての活動に
おいて人民の主体的権利を尊重しかつ促進すること，人民の力に依拠するこ
と，そして人民に利益と幸福をもたらすことを最高の目標とみなし……その
崇高な目標を確実に執行するために，党や政治制度の整備，物質・技術基盤
の構築，国家の力強くかつ有効な管理と結び付いた多部門からなる市場経済
構造の改善から，人材開発の促進，社会における平等，民主，公平そして文
明の保証と連結した社会・文化開発まで，あらゆる分野で初期要素を形成し
日々強化しなければならない。国民の一枚岩的団結を強固にし，主体性や主
権の促進を基礎に国際協力を拡大するとともに，国防と国家建設および社会
主義の目的への到達に資する環境を構築する」（Phak pasaxon pativat lao 
2021, 14）。

　党が国民の利益と幸福を最大の目標に掲げた背景には，党への国民の信頼が大
幅に低下したことがある。「政治報告」では，党員の政治的資質や革命的道徳心6
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の退行は体制に危機をもたらしているとの認識が示された。また，各行政級の幹
部職員に対しては，状況の変化に対する自覚や継続的な指導を欠き，変わる勇気
や創造的に新たな道を開く主体性もないと厳しい批判もみられる（Phak 
pasaxon pativat lao 2021, 11-12）。そして「自覚がない党は，自己改革を受
け入れず，最後には遅れた党になり，大衆からの信用や支持をなくす」という精
神に基づき，すべての分野における改善と強化が強く訴えられたのである（Pathet 

Lao, January 14, 2021）。
　危機感の高まりは党の現状認識にも影響を与えた。前回大会では汚職や不正な
どさまざまな問題があるにもかかわらず，現在がラオスの歴史上最も発展してい
るとの認識が示された（Phak pasaxon pativat lao 2016b, 24）。第10期党規
約でも「我が国家はこれまでの歴史において，ラオス人民革命党が賢明に領導し
た時代でこのように隆盛を極めた時はなかった」（Phak pasaxon pativat lao 
2016a, 3）と記されていた。この認識からは党指導部の経済開発に対する大き
な自信が窺える。そうでなければ，前回大会において2030年に上位中所得国入
りを果たすとする野心的な「ビジョン2030」は掲げられなかったであろう。し
かし，今大会で改正された第11期党規約からは先の文言が削除された（Phak 
pasaxon pativat lao 2021, 83）。新型コロナウイルス感染症拡大の影響もある
が，2014年以降は経済が下降気味であり，予想以上に経済開発が進まなかった
ことが理由と考えられる。
　そして，今大会ではこれまで以上に社会における経済格差や不公平の是正に重
きがおかれ，たとえば，経済・社会的弱者が多い農村に対してはつぎのような方
針が示された。

「経済開発においては，生産基礎の拡大と大規模サービス部門を集中的に密
接に結び付け，経済を牽引する分野や製品を構築するとともに，農村の人々
への職業供給を保証することで，彼らが自力で自己を強化し主体性を備えか
つ十分な生活を送れ，社会における不公平な格差状況を解決する」（Phak 

6　国家や国民の犠牲になる心，勤勉・努力・倹約・誠実・清廉，法律や規律の厳格な順守，団結，愛国心，
品行方正，有言実行，自己学習・開発への努力などをその要素にもつ（Khana khosana ophom 
sunkang phak 2015, 29-32）。
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pasaxon pativat lao 2021, 13）。

　また，人材開発方針を述べた箇所でも「引き続き基礎インフラや公共事業開発
のレベルを向上させることに注力し，農村での職業分配を集中的，徹底的，効果
的に行う」（Phak pasaxon pativat lao 2021, 17）とされている。そして貧困問
題の解決における転換の内容を，以下のように定めた。

「すべてのラオス人が開発の果実を公平に活用できるようなあらゆる条件や
機会を構築する。人民の貧困を体系的かつ持続的に解決する。農村や遠隔少
数民族地域，また機会に与れない地域などの経済・社会基盤の開発のために，
特別政策や促進メカニズムの策定および修正を行い，民族，階級，性別，年
齢に関係なく平等な開発を保証するために必要な条件や機会を構築する。安
定的な職業形成のための計画，プロジェクト，手段を定め実行に移す。また
技術研修を強化することで今後構築する職位に十分かつ質の高い人材を供給
できるようにする。ラオス人労働者が利益を得られるように外国人労働者を
緊密かつ厳重に管理する」（Phak pasaxon pativat lao 2021, 17）。

　もちろんこれまでも経済格差や機会の不平等の是正が主張され，農村・遠隔地
域における貧困解決は目標として掲げられてきた。前回大会の「政治報告」の同
じ項目では「人民の生活改善に注意を払い，諸民族ラオス人民が刷新および開発
の成果をともに活用できるよう保証する」（Phak pasaxon pativat lao 2016a, 
44）とある。
　しかし，特別政策の策定や外国人労働者管理，農村における雇用の分配のよう
に，今大会では経済的弱者に対してこれまで以上に配慮する姿勢が示された。と
くに農村での雇用の分配を繰り返し訴えていることからは，党が同問題を重視し
ていることが窺える。それは「開発の果実の公平な活用」や「平等な開発」とい
う文言からも裏付けられる。農村や遠隔地域における経済格差や機会の不平等に
対する不満は高い。また，新型コロナウイルス感染症拡大によりタイから約24
万人以上の労働者が帰国し（Vientiane Times, July 30, 2021），そのために失業率
が25％まで上昇するとの予測もあり（World Bank 2021, 23），農村地域の貧
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困率上昇が懸念されている。
　経済・社会的弱者への配慮は社会・文化面でもみられた。今大会でもこれまで
と同様に，社会における平等，民主，公平そして文明性の保証と結びついた社会・
文化開発が目標として掲げられた。ただし前回と異なり，これまでも言及されて
きた「市民の権利」だけでなく，「人間としての価値」や「ラオス人としての精
神面での文明性」の保護が加わった（Phak pasaxon pativat lao 2021, 13-14）。
より普遍的な価値の遵守をアピールするとともに，経済・社会的格差の拡大で国
民の分断化が進まないよう国民統合を意識したと思われる。
　国家機構改革でも国民重視の方針が示された。まず国家管理メカニズムの改善
は「人民が知り，相談でき，実施に参加できる」との方式で実施するとなった。
詳細な政策は記されていないが，国民を中心に据えた行政改革を行うとの意思表
示であろう。また「個人の正義や国家の権利を保護するために人民が司法過程に
参加し，国家または社会の法律サービスを受けられる環境を形成する」（Phak 
pasaxon pativat lao 2021, 18）と記された。近年は土地紛争などで裁判とな
るケースも増えているが，司法の公正性が問題となっている。とくに集団を重視
し個人主義を否定してきた体制において，これまでのような法の前の平等や社会
的公正だけでなく「個人の正義」と記したことは象徴的な変化といえる。

党路線の正当化2

2-1　社会主義の理想
　新たな国家建設路線は，社会主義イデオロギーによって正当化された。マルク
ス・レーニン主義を信奉し，社会主義イデオロギーを掲げて権力を獲得した党に
とっては当然のことである。それは党大会スローガンに「社会主義の目的に至る」
という文言が入っていることからもわかる。なぜなら社会主義イデオロギーは現
在でも党支配の正当性の最大の根拠だからである（Yamada 2018）。
　今大会では，あたかも社会主義国家建設の再スタートと理解できるような正当
化が行われた。
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「初期の芽を増やすことから始め，社会主義経済・社会の土台を創生し，成
長するための礎となるよう，長い時間とさまざまな段階を経て，一歩ずつ力
強く発展していく。我が国における革命任務を引き続き固い信念をもって社
会主義の道および目的に沿って歩む」（Phak pasaxon pativat lao 2021, 
12）。

　つまり，ラオスは社会主義建設の初期段階にあり，今大会で提示された国家建
設路線は社会主義の「初期の芽」や「土台を創生」させることが目的だと解釈で
きる。そして党はこのような転換の達成には長い時間を要するとしている（Phak 
pasaxon pativat lao 2021, 12）。
　これまでも，あたかも社会主義国家建設の時間を巻き戻すかのように，現在を
「理想に向かう初期段階」と定義することはあった。たとえば，今回の党の認識
は1990年代後半のアジア通貨危機で経済が低迷したときと非常に似ている。当時，
党は市場経済化が本格化して以降鳴りを潜めていたイデオロギー闘争に言及して
社会主義を強調し始め，国家の豊かさ，人民の幸福，社会の文明化と公平などを
国家目標に掲げた（山田 2005, 50）。そして1998年12月にはカムタイ・シーパ
ンドーン党書記長（当時）7が，社会主義の方向に沿って発展することは「長期の
目標であり，現在と今後において徐々に執行し，実現しなければならない作業で
ある」（Khamtay 1998, 9）と述べ，時間の修正を行なったのである。それをサ
ポートするかのように，党の政治・理論誌『アルン・マイ』1998年11・12月号
にも「ラオスは過渡期のなかの過渡期にあり，それは長期で困難な路線である」
とする内容の論文が掲載された（山田 2005, 51-52）8。もともと党は人民民主主
義体制を社会主義の初期段階と位置づけてきたが，党支配に影響を及ぼす問題に
直面すると時間軸をさらに引き伸ばしてきた。今回も同様である。
　そして，今大会で提示された国家建設路線の方向性と再度の時間の巻き戻しは，

7　1991年3月の第5回党大会で書記局が廃止され，党書記長は党議長に変更になったが，2006年の第8
回党大会で書記局が復活したため再度党書記長に改称された。しかし本章では読者の混乱を招かない
よう「書記長」に表記を統一することとする。

8　掲載された論文はベトナムの国家ホーチミン政治学院教師であるチュアン・ゴク・ナムの「経済基礎
が開発途上にある国家のための社会主義への過渡期に関するレーニンの思想」という論文である

（Chuan 1998）。
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党が改めて社会主義の理想に立ち返り，新指導部のもとで新たに社会主義建設を
スタートするとの宣言とも受け取れる。考えてみれば，国民の幸福，経済格差の
是正，社会的機会の平等などは，社会主義が本来めざすべき理想である。新指導
部が就任のタイミングで社会主義国家建設を長期の過程と位置づけ，理想の実現
に向けてまずは停滞する現状を「転換」し，初期の土台を改めて形成しようと主
張するのは自然な流れといえる。
　しかし，そのような党の作業と国民が体制に正当性を付与することは異なる。
言い換えれば，国民にとっては社会主義イデオロギーや社会主義の理想に至る時
間設定などに関係なく，自らの生活を向上させることの方が重要である。したが
って，イデオロギーによる支配の正当化はなかなか国民に浸透しにくい。とくに
市場経済時代に生まれ消費社会を謳歌する若者にはなおさらであろう。

2-2　カイソーン・ポムヴィハーン思想
　社会主義イデオロギーの代替として，社会レベルでの党支配の正当化に活用さ
れるのがマルクス・レーニン主義を基礎とし，建国の父であり初代党書記長の名
を冠した「カイソーン・ポムヴィハーン思想」である。同思想は2016年の前回
大会で初めて公式に登場し，党の基本思想であるマルクス・レーニン主義と並ん
で「ラオス人民全体の思想と行動の礎」と位置づけられた（Phak pasaxon 
pativat lao 2016b, 61-62）。
　今大会の「政治報告」でもカイソーン思想への言及があった。

「……まず始めに，戦略級の領導・管理幹部や各級の中心職員は革命の基本
理論であるマルクス・レーニン主義および研究の成果であり，新時代におけ
る革命任務の実践に適用する創造的な総合理論であるカイソーン・ポムヴィ
ハーン思想の構造を理解する」（Pathet Lao,  January 14, 2021）。

　言及はこの1カ所のみだが前回と異なるのは，「革命任務の実践に適用する創
造的な総合理論」と位置づけられたことである。つまり，党の日々の国家建設に
おいてあらゆる分野に適用される理論ということになる。言い換えれば，党支配
を正当化するための使い勝手のよい政治理論といえる。
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　もともと「カイソーン思想」という言葉は1992年のカイソーンの死後から頻
繁に登場し，2005年11月にはカイソーン生誕85周年を記念して党中央でセミナ
ーが開催された9。その報告書をみると表1-1のように，政治，経済，外交，女性
開発，法律，刷新路線，農業など，ほぼすべての分野についてカイソーンの思想
や考えがまとめられている（Khan khosana ophom sunkang phak 2006）。そ

表1-1　カイソーン思想セミナー（2005年）報告書の目次タイトル

タイトル
1 チュームマリー・サイニャソーン党中央政治局員・国家副主席による開会演説
2 カイソーン・ポムヴィハーン主席：ラオス民族の英雄で偉大な愛国者

3 カイソーン・ポムヴィハーン主席とラオス・ベトナム間の特別な団結，闘争連合および
包括的協力の構築強化

4 1975年の3段階戦略による行政権力の奪取におけるカイソーン・ポムヴィハーン主席の
役割

5 外交業務に関するカイソーン・ポムヴィハーン主席の指導思想
6 カイソーン・ポムヴィハーン主席と政治基層建設，人民民主主義体制の基盤建設

7 ラオス人民民主共和国における資本主義体制を通らずに人民民主主義体制を社会主義に
建設することに関するカイソーン・ポムヴィハーン主席の思想

8 国家の教育，科学，文化の拡大とカイソーン・ポムヴィハーン主席
9 全ラオス人民の大団結に関するカイソーン・ポムヴィハーン主席の思想
10 ラオスの女性開発とカイソーン・ポムヴィハーン主席
11 憲法および法律作成に関するカイソーン・ポムヴィハーン主席の指導思想
12 国家解放のための人民戦争実施に関するカイソーン・ポムヴィハーン主席の思想
13 カイソーン・ポムヴィハーン主席の経済分野の刷新路線に関する思想
14 新時代における党建設に関するカイソーン・ポムヴィハーン主席の指導思想

15 ラオス人労働者および勤労者部隊の建設に関するカイソーン・ポムヴィハーン主席の指
導思想

16 ラオス人民民主共和国における職員建設および育成に関するカイソーン・ポムヴィハー
ン主席の指導思想

17 党の理論思想とカイソーン・ポムヴィハーン主席
18 保健業務とカイソーン・ポムヴィハーン主席
19 若年世代建設とカイソーン・ポムヴィハーン主席
20 敬愛する指導者カイソーン・ポムヴィハーン主席の生活様式
21 農業・森林業務とカイソーン・ポムヴィハーン主席
22 今学術会議に関するヌーハック・プームサワン党中央執行員会相談役の意見
23 チュームマリー・サイニャソーン党中央政治局員・国家副主席による閉会演説

（出所）Khana khosana ophom sunkang phak （2006, 230-231）を基に筆者作成。
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して報告書の各章ではそれぞれのテーマについてカイソーンがどのような考えを
もっていたのか，カイソーンの指導のもとでどのような発展を遂げてきたかにつ
いて論じられ，カイソーンの思想は現在の状況にも有効であり，継承していかな
ければならないとされた。
　たとえば，法治国家建設に関しては「立法における民主主義を強化し，法律が
実際の状況や人民の精神や願望を反映し……承認前に法案を公開し人々の意見を
事前に把握しなければならない」とするカイソーンの言葉が引用され，これは現
在の状況にも適合すると論じられている。
　ほかの分野でも同様に，カイソーンの思想として語られているのは，いつの時
代でも，また，どの政治体制にも適用できるような理想的内容である。そこから
は，カイソーン思想の本質は具体的な政策を示すことではなく，使い勝手のよい
曖昧な「理想」の提示にあると考えられる。2015年の生誕95周年を記念して出
版されたカイソーンに関する書籍でも，多くの分野にわたるカイソーンの思想が
紹介されており，基本的な考えは変わっていない。
　前回大会で党の基本思想として公式に提示されたことを受けて，党政治局は
2018年12月13日に「カイソーン・ポムヴィハーン思想研究」に関する決議を採
択し（Phak pasaxon pativat lao kom kan meuang sunkang phak 2018），新
たな国家プロジェクトとして「カイソーン思想」研究を開始した。翌年設置され
た担当委員会には，カイソーンの秘書を務めたソムサワート元政治局員も名前を
連ねた（Phak pasaxon pativat lao kom kan meuang sunkang phak 2019）。
　政治局決議には「カイソーン思想」研究の目的が，党支配の正当化と国民の信
頼獲得であることが明確に記されている。まずカイソーンは，ラオス国家建設戦
線，ラオス人民軍，治安維持勢力（公安），ラオス人民革命党の創始者であり，
革命を率いて諸民族ラオス人民の権利と利益を真に代表する国家を創立し，刷新
路線を開始したとされ，現体制のすべてを体現する人物として描かれている。そ
して「カイソーン思想」をあらゆる分野を含む包括的な党の基本思想として構築
し，すべての人に理解させることで彼らが党・政府の路線や政策に信頼を寄せ，

9　カイソーンに関する書籍は生前から生誕70周年などの記念となる年に出版されてきた。しかし管見の
かぎりでは，大規模な学術セミナーが開催され「カイソーン思想」として体系的な報告書が編纂され
たのは本セミナーが初である。
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支持し，実行するようにすると記された（Phak pasaxon pativat lao kom kan 
meuang sunkang phak 2018）。つまり，現在のラオスのすべてを築いたカイ
ソーンの路線を実施する党は正しいとの意識を，国民に醸成するねらいなのであ
る。2020年7月と9月に行われた「カイソーン思想」に関するセミナーの内容を
みても，2005年と同様に幅広いテーマが議論されている（Pasaxon, July 7, 
September 23, 2020）。
　そしてとくに若者世代に同思想を普及するため，党決議では2030年までに基
本的研究を終了させ「カイソーン思想」の学習カリキュラムを全国の教育機関で
導入すると記された（Phak pasaxon pativat lao kom kan meuang sunkang 
phak 2018）。党はすでに2010年の教育カリキュラム改革で政治思想教育を意
図した「道徳」科目を復活させ，そこに建国の父として，また国民の模範として
のカイソーンを全面的に押し出した（矢野 2017, 108-116）。今後はより体系的
に「カイソーン思想」教育を進めていくことになる。

党・国家の新指導部3

　党大会では第11期党指導部が，3月の国会では第9期内閣が誕生し，新国家建
設路線を実行に移す布陣が固まった。党・政府指導部の世代交代は既定路線であ
り，知識と経験を兼ね備えた中堅が多く入ったといえる。一方，革命第一世代や
第二世代10にとって，指導部の世代交代は子息・子女や愛弟子たちへの集団的権
力移譲でもあった。

3-1　書記長人事
　もっとも注目を集めた党書記長には，国民に人気の高いトーンルン首相（役職
は選出時，以下同じ）が就任した。ブンニャン・ウォーラチット書記長の引退は

10　�本稿では，1930年代から40年代に革命運動を開始し，1955年のラオス人民党（1972年に人民革命
党に改称）創立にかかわった指導者たちを革命第一世代，1950年代に革命運動に参加した世代を第
二世代，1960年代に参加した世代を第三世代，1970年代に参加した世代を第四世代，そして革命
経験を持たない世代を第五世代とする。
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既定路線であり，党大会前には書記長候補としてトーンルン首相，パンカム書記
局常任・国家副主席，チャンサモーン国防大臣などの名前が取り沙汰されていた。
なかでも2016年の首相就任以来，リーダーシップを発揮して矢継ぎ早に改革を
進めただけでなく，ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）を駆使しイメ
ージ戦略も実施してきたトーンルン首相を推す声が高かった11。一方，チャンサ
モーンの可能性は非常に低いと思われた。
　ラオスの指導部人事は制度化されておらず，長老たちによって決められる。今
でも人事にもっとも大きな影響力を行使するのはカムタイ元書記長である。党内
人事がルールではなく鶴の一声で決まるならば，同様にポストも突然剥奪される
可能性がある。いくらポストやレントの提供を約束されても，その保証がなけれ
ばエリートたちは疑心暗鬼に陥り，支配者への信用が揺らぐ。つまりコミットメ
ント問題が発生する（Svolik 2012）。しかしラオスの場合は人民革命党体制か
ら離脱しても利益を得られず，反乱分子は徹底的に抑圧されるため，人事で不満
をもつエリートが反旗を翻す可能性は著しく低いといえる。　　
　とはいえ，指導部の人事過程が制度化されずに人事権をもつ長老が死亡すれば，
ポストを巡るエリート間の競争が起き，将来的に体制が不安定化する可能性は否
めない。権力移譲の制度化が独裁体制の安定に寄与することは多くの先行研究が
示している（Svolik 2012; Meng 2020）。前任の2人は書記長就任前，書記局常
任・国家副主席に就いていた12。したがってその例に倣えば，パンカムが書記長
に就いてもおかしくなかった。しかし最高指導者人事の制度化は行われず，今回
も人事は密室で決められたといえる。
　トーンルンの書記長就任には2つの理由が考えられる。第1は，長老たちが段
階的な世代交代を重視したことである。トーンルンは1945年11月10日生まれの
75歳であり，1962年5月に革命闘争に参加した革命第三世代にあたる13。パンカ

11　�山田（2021）では大方の予想はパンカムとしていたが，実際はトーンルンを推す声が高かったようである。
12　�書記局は書記長を補佐する機関であり1991年に一度廃止され，2003年から2006年までは代替機関

として，党の実質的な最高意思決定機関である政治局に常任ポストがおかれた。チュムマリー元書
記長は就任前に政治局常任ポストと国家副主席を兼任していた。2006年からは書記局が復活し，ブ
ンニャン前書記長が書記局常任と国家副主席を兼任した。

13　�ト ー ン ル ン の 略 歴 に つ い て はNational Assembly of the Lao PDR and United Nations 
Development Programme （2000, 92）や党内部資料を参照した。
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ムもトーンルンと同じ革命第三世代だが，革命闘争への参加は1968年3月とト
ーンルンよりも遅く年齢も69歳と若い14。83歳であるブンニャン前党書記長が
革命闘争に参加したのは1954年3月であり，革命第二世代に位置づけられる。し
たがってパンカムに権力を移譲し一気に若返りを図るのではなく，ブンニャンに
年齢も革命闘争参加年も比較的近いトーンルンが選ばれたと考えられる。書記長
人事ではいまだに革命闘争経験が重要な要素となっている。
　第2は，トーンルンの業績と国民による支持の高さである。トーンルンは計画・
投資委員会委員長（現計画・投資省）や外務大臣を務め，堅実かつ手堅い手腕を
発揮し，2016年4月に首相に就任すると木材の不法伐採や輸出を取り締まり，公
務員の汚職問題の解決に乗り出すなど矢継ぎ早に改革を進めた。新型コロナウイ
ルス感染症対策でも強いリーダーシップを発揮している。また，トーンルン政権
期には国家機関がインターネットを通じた情報提供を行い，国民からの陳情を受
け付けるなど，政府と国民の双方向のコミュニケーション経路も整備された。以
上の業績に加えSNSを活用したイメージ戦略も功を奏し，トーンルンに対する国
民の支持は高まった。この5年間の実績と国民の高い支持が，トーンルンの書記
長就任を後押ししたことはほぼ間違いない。

3-2　政治局と書記局
　実質的な党の最高意思決定機関である政治局は11人から13人に拡大された。
ブンニャン前書記長とチャンシー党中央組織委員会委員長が退任し，新たに4人
が加わった（表1-2）。後述のように2021年3月に首相に就任したパンカムは，序
列5位から3位のパニー，4位のブントーンを抜いて2位となった。パニーとブン
トーンの序列は前回と同じであり，2人以外の再任者は序列を2つずつ上げた。
　新たに入局した4人は以下のとおりである。キケーオ情報・文化・観光大臣は，
国家政治・行政学院院長，党中央宣伝・訓練委員会委員長などを務め，長らく党
内で経歴を築いてきた。2019年からは情報・文化・観光大臣を務め，2021年3

14　�パンカムの履歴については，国家主席府ホームページを参照した。以下も同じである。（https://
po.gov.la/lo/2018/11/13/%E0%BA%97%E0%BB%88%E0%BA%B2%E0%BA%99-%E0%BA
%9E%E0%BA%B1%E0%BA%99%E0%BA%84%E0%BA%B3-%E0%BA%A7%E0%BA%B4%E0
%BA%9E%E0%BA%B2%E0%BA%A7%E0%BA%B1%E0%BA%99/）
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月には副首相に就任した。ウィライ公安大臣は，2016年の第10回党大会で新た
に序列15位として党中央執行委員会に入った。2017年の国防副大臣時代には中
将に昇格し，2018年に公安大臣に就任した国防・治安部門畑の幹部である。シ
ーサイは少数民族（カタン族）出身の女性である15。地方勤務時代からラオス女
性同盟に勤務し，中央の女性同盟議長も務めた（Vientiane Times, February 3, 
2021）。選出時は国会副議長であったが，2021年2月に党中央組織委員会委員長
に就任した（Pasaxon, February 2, 2020）。序列3位のパニー国会議長も少数民
族（モン族）出身の女性であり，長年「象徴的」存在となってきた。シーサイの
入局は将来的なパニーの引退を見据えた人事といえるが，パニーほどの資質はな
いとみられている。
　そして，今回もっとも躍進したのがサルームサイ外務大臣である。52歳と若
いサルームサイは，前回大会で序列50位として党中央執行委員会に入り，今大

表1-2　政治局リスト

序列 再任/新 氏名 選出時の党および国家役職
1 再 トーンルン・シースリット 政治局員，首相
2 再 パンカム・ウィパーワン 政治局員，書記局常任，国家副主席
3 再 パニー・ヤートートゥー＊ 政治局員，国会議長

4 再 ブントーン・チットマニー 政治局員，書記局員，副首相，政府検査
機構長，反汚職機構長

5 再 サイソムポーン・ポムヴィハーン 政治局員，国家建設戦線議長
6 再 チャンサモーン・チャンニャラート● 政治局員，国防大臣，ラオス人民軍大将

7 再 カムパン・ポムマタット 政治局員，党中央宣伝・訓練委員会委
員長

8 再 シンラウォン・クットパイトゥーン 政治局員，首都ヴィエンチャン知事
9 再 ソーンサイ・シーパンドーン 政治局員，副首相，計画・投資大臣
10 新 キケーオ・カイカムピトゥーン 書記局員，情報・文化・観光大臣
11 新 ウィライ・ラーカムフォーン● 書記局員，公安大臣
12 新 シーサイ・ルーデートムーンソーン＊ 党中央執行委員，国会副議長
13 新 サルームサイ・コマシット 党中央執行委員，外務大臣

（出所）Pathet Lao, January 16, 2021や内部資料を基に筆者作成。
（注）＊は女性，●は軍，公安幹部。役職は主要なもののみ記している。

15　�シーサイの略歴については，2016年第8期国会議員選挙候補時のものを参照した。
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会で一気に政治局まで登りつめた。彼はロシアで国際関係を，そしてオーストラ
リアのモナシュ大学で社会開発を学んだ新進気鋭の若手である16。父親は革命闘
争の英雄トーンライ・コマシット将軍17である。家柄だけでなく本人の能力も至
って高い。しかし能力主義を掲げていても，実際はいまだに年功を重視する傾向
にある党内ではその若さがネックになる可能性がある。また今大会ではチャンパ
ーサック県党副書記である弟のマライトーンも中央執行委員会予備委員に選出さ
れた。後述するように，党中央執行委員会には革命第一，第二世代の子息・子女
や弟子たちが多く入った。
　書記長を補佐する書記局は9人と前回から人数変更はない（表1-3）。筆頭格の
常任ポストには序列4位のブントーンが就任した。ブントーンもトーンルンやパ
ンカムと同じソ連留学組であり，3人のソ連滞在時期は重なっている18。そのほ
か7人の選出時の役職は，党中央宣伝・訓練委員会委員長，国会副議長，ウドム

16　�サルームサイの経歴については，ラオス外務省ホームページを参照。（http://www.mofa.gov.la/
index.php/the-ministry/1467-curriculum-vitae-of-h-e-mr-saleumxay-kommasith,-minister-
of-foreign-affairs ）

17　�ラオス人民革命軍で革命闘争に貢献し，国家革命戦士墓地に埋葬されたという意味での英雄である。
カイソーン元党書記長やヌーハック元国家主席のような国民的英雄に肩を並べるものではない。

18　ブントーンのソ連留学時期については，党内部資料を参照した。

表1-3　書記局リスト

序列 氏名 選出時の党および国家役職
1 トーンルン・シースリット 政治局員，首相

4 ブントーン・チットマニー（常任） 政治局員，書記局員，副首相，政府検査機構長，
反汚職機構長

7 カムパン・ポムマタット 政治局員，党中央宣伝・訓練委員会委員長
12 シーサイ・ルーデートムーンソーン＊ 党中央執行委員，国会副議長
14 カムパン・プーイニャウォン 党中央執行委員，ウドムサイ県知事

15 アヌパープ・トゥナーロム 党中央執行委員，首都ヴィエンチャン党副書
記，首都人民議会議長

16 トーンサリット・マンノーメーク 党中央執行委員，党中央事務局長
17 スントーン・サイニャチャック＊ 党中央執行委員，党中央対外関係委員会委員長
18 ヴィアントーン・シーパンドーン＊ 党中央執行委員，国家会計監査機構長

（出所）Pathet Lao, January 16, 2021や内部資料を基に筆者作成。
（注）＊は女性。役職は主要なもののみ記している。
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サイ県知事，首都ヴィエンチャン党副書記・人民議会議長，党中央事務局長，党
中央対外関係委員会委員長，国家会計監査機構長だった。とくに新たに入局した
カムパン・プーイニャウォンは，1996年から2006年までカムタイ元党書記長の
常設秘書を務め（Sathaban khonkhwa setthakit haeng sat 2018, 77），ヴィ
アントーンはカムタイの娘である。彼らの入局にカムタイの力が働いたことは容
易に想像がつく。
　その後2月から3月にかけて人事異動が行われ，書記局員の新たな役職は以下の
とおりとなった。ブントーンは国家副主席に就任した。書記局常任が国家副主席
を兼任する第7期以降の慣例に倣った形となった。2月にカムパン・ポムマタット
が党検査委員会委員長に，シーサイが党中央組織委員会委員長に，カムパン・プ
ーイニャウォンは党宣伝・訓練委員会委員長にそれぞれ就任した。3月にはヴィ
アントーンが最高人民裁判所長官に，スーントーンが国会副議長にそれぞれ異動
した（Pasaxon February 2, 4, March 11, 2021; Lao Economic Daily, February 
9, 2021） 。同じく3月にはアヌパープ首都ヴィエンチャン党副書記が書記に昇格
し（Pasaxon, March 18, 2021），同首都は党書記と知事を異なる人物が務める2
人体制となった。これは，党中央執行委員会に新たに入った序列64位のアートサ
パントーンを知事に据えるための措置である。彼はカムタイとブンニャン双方と
非常に近しい関係にあるといわれている。
　書記局はこれまでと異なり国防や公安部門の幹部が入っておらず，党・国家管
理に重点をおいた構成になったといえる。

3-3　党中央執行委員会
　第11期党中央執行委員会は79人の候補者から71人の委員が，予備委員は15人
の候補者から10人が，大会の正代表768人の投票によりそれぞれ選出された（表

1-4）。前期と比較して，党中央執行委員と予備委員はともに2人ずつ増えている。
　中央執行委員会はシニア，中堅，若手の三世代のバランスが配慮され，平均年
齢は前回と同じ59歳であった。党は世代間のバランスを重視しており，年齢構
成は60歳以上が36人（50.7%），46歳から59歳が35人（49.3%）となっている
（Phak pasaxon pativat lao 2021, 89）。
　新たに委員となったのは予備委員を含めて43人である。中堅・若手ともに，
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表1-4　ラオス人民革命党第11期党中央執行委員会リスト
序列 前期序列 氏名 選出時の党および国家役職

1 2 トーンルン・シースリット 政治局員，首相
2 5 パンカム・ウィパーワン 政治局員，書記局常任，国家副主席
3 3 パニー・ヤートートゥー＊ 政治局員，国会議長

4 4 ブントーン・チットマニー 政治局員，書記局員，副首相，政府検査機構
長，反汚職機構長

5 7 サイソムポーン・ポムヴィハーン 政治局員，国家建設戦線議長
6 8 チャンサモーン・チャンニャラート● 政治局員，国防大臣，ラオス人民軍大将
7 9 カムパン・ポムマタット 政治局員，党中央宣伝・訓練委員会委員長
8 10 シンラウォン・クットパイトゥーン 政治局員，首都ヴィエンチャン知事
9 11 ソーンサイ・シーパンドーン 政治局員，副首相，計画・投資大臣
10 13 キケーオ・カイカムピトゥーン 書記局員，情報・文化・観光大臣
11 15 ウィライ・ラーカムフォーン● 書記局員，公安大臣
12 23 シーサイ・ルーデートムーンソーン＊ 党中央執行委員，国会副議長
13 50 サルームサイ・コマシット 党中央執行委員，外務大臣
14 60 カムパン・プーイニャウォン 党中央執行委員，ウドムサイ県知事

15 63 アヌパープ・トゥナーロム 党中央執行委員，首都ヴィエンチャン党副書
記，首都人民議会議長

16 55 トーンサリット・マンノーメーク 党中央執行委員，党中央事務局長

17 39 スントーン・サイニャチャック＊
党中央執行委員，党中央対外関係委員会委員
長

18 48 ヴィアントーン・シーパンドーン＊ 党中央執行委員，国家会計監査機構長
19 19 チャルーン・イアパオフー 党中央執行委員，首相府大臣（政府報道官）
20 24 カムバイ・ダムラット 党中央執行委員，国家建設戦線副議長
21 25 ソムマート・ポンセーナー 党中央執行委員，天然資源・環境大臣
22 31 カムペーン・サイソムペーン 党中央執行委員，労働・社会福祉大臣

23 32 スウォーン・ルアンブンミー● 党中央執行委員，国防副大臣，軍事参謀総局
長

24 34 カムチェーン・ウォンポーシー 党中央執行委員，首相府大臣，政府官房長官
25 37 カムパン・シッティダムパー 党中央執行委員，ヴィエンチャン県知事
26 38 カムプーイ・ブッダーヴィアン 党中央執行委員，国家建設戦線副議長
27 40 トーンローイ・シーリウォン● 党中央執行委員，国防副大臣
28 43 コーンケーオ・サイソンカーム 党中央執行委員，ボリカムサイ県知事
29 44 インラーワン・ケーオブンパン＊ 党中央執行委員，ラオス女性同盟議長
30 45 カムカン・チャンタウィースック 党中央執行委員，ルアンパバーン県知事
31 46 ケムマニー・ポンセーナー＊ 党中央執行委員，工業・商業大臣
32 47 ボーヴィアンカム・ウォンダーラー 党中央執行委員，科学・技術大臣
33 49 ソーンタヌー・タムマウォン 党中央執行委員，国家社会科学院院長
34 52 ヴィライウォン・ブッダーカム 党中央執行委員，チャンパーサック県知事
35 58 ペット・ポムピパック 党中央執行委員，農林大臣
36 59 ポンサワン・シッタウォン 党中央執行委員，サイニャブリー県知事
37 67 ワンサイ・ペーンスムマー 党中央執行委員，フアパン県知事
38 69 サンティパープ・ポムヴィハーン 党中央執行委員，サワンナケート県知事

39 予備委1 ブンカム・ウォーラチット＊ 党中央執行委員会予備委員，天然資源・環境
副大臣

40 予備委2 ブワコン・ナームマウォン 党中央執行委員会予備委員，ボケオ県知事
41 予備委3 ソーンサイ・シットパサイ 党中央執行委員会予備委員，ラオス銀行総裁

42 予備委4 バイカム・カッティニャ＊ 党中央執行委員会予備委員，労働・社会福祉
副大臣
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序列 前期序列 氏名 選出時の党および国家役職

43 予備委5 アルンサイ・スンナラート 党中央執行委員会予備委員，ラオス人民革命
青年同盟書記

44 予備委6 スワンサワン・ウィニャケート＊ 党中央執行委員会予備委員，国会書記局長
45 予備委7 ポーサイ・サイニャソーン 党中央執行委員会予備委員，サラワン県知事

46 予備委8 ラーオパオソン・ナウォンサイ 党中央執行委員会予備委員，国家社会科学院
副院長

47 新 レット・サイニャポーン アッタプー県知事
48 新 カムリアン・ウタカイソーン● サイソムブーン県知事
49 新 ブンチョーム・ウボンパスート 財政副大臣
50 新 カムポーイ・ワンナサーン ポンサリー県知事
51 新 レックライ・シーヴィライ セコーン県知事
52 新 ヴィアンサワット・シーパンドーン 公共事業・運輸副大臣
53 新 カムライ・シーパスート ルアンナムター県知事
54 新 プット・シムマーラーウォン 教育・スポーツ副大臣
55 新 ワンサイ・ポーンサワン カムアン県知事
56 新 ブンフェーン・プームマライシット 保健副大臣
57 新 アーリー・ウォンノーブンタム＊ ラオス労働連盟議長
58 新 パイヴィー・シーブワリパー 司法副大臣
59 新 プーウォン・ウンカムセーン 国家政治・行政学院長
60 新 トーンチャン・マニーサイ 内務大臣
61 新 ブンチャン・シーウォンパン シェンクアン県知事
62 新 トーンサワン・ポムヴィハーン 外務副大臣
63 新 サイサナ・コートプートーン 最高人民検察院副院長
64 新 アートサパントーン・シーパンドーン 首都ヴィエンチャン副知事
65 新 リーバー・リーブワパーオ 国会財務・計画・監査委員会委員長
66 新 ブットサディー・タナムアン＊ 党中央組織委員会人事管理局長
67 新 コントーン・ウォンヴィチット● 公安副大臣
68 新 ウォンカム・ポムマコーン● ラオス人民軍ロジスティクス局総局長

69 新 ピンカム・ラーサシムマー＊ 国会経済・技術・環境副委員長，チャンパー
サック県選出国会議員

70 新 ワントーン・コーンマニー● 公安省政治総局長
71 新 ダーオウォン・ポーンケーオ エネルギー・鉱業副大臣

予備委員
1 新 マライトーン・コムマシット チャンパーサック県党副書記
2 新 ブンコン・ラーチアムポーン ウドムサイ県党副書記
3 新 ワンシー・クワムワ 郵便・テレコミュニケーション副大臣
4 新 ヴィライワン・ブッダーカム 政府検査機構副機構長
5 新 リンカム・ドゥワンサワン 農林副大臣
6 新 ヴィアンタヴィーソン・テープパチャン サワンナケート県副知事

7 新 モーンサイ・ラーオムワソン ルアンパバーン県党常務委員，県組織委員会
委員長

8 新 ブンター・テープパウォン ラオス人民革命青年同盟副書記
9 新 アムパイウォーン・ロームブンペーン＊ フアパン県党副書記，県人民議会副議長
10 新 リーウォン・ラーオリー＊● 公安省人身売買防止局長

（出所）Pathet Lao, January 16, 2021や内部資料を基に筆者作成。
（注）＊は女性，●は軍，公安幹部。役職は主要なもののみ記している。
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革命第一，第二世代指導者の子息・子女や弟子たちが数多く入った。たとえば，
カムタイ・シーパンドーン元党書記長の子ども，弟子，女婿，そして関係の深い
中堅・若手幹部が目立つ。すでに委員となっている兄2人に続き，カイソーン・
ポムヴィハーン初代党書記長の四男も序列62位に入った。ポムヴィハーンやシ
ーパンドーン家のほか，ウォーラチット，ウィニャケート，カッティニャ，サイ
ニャソーン，ウォンヴィチット，コマシット，タムマウォン，ブッダーカム，ラ
ーオリー，カイカムピトゥーン，ポンセーナー，サイソムペーン，マンノーメー
ク家からも入っており，有力家系の子ども達やその関係者などで委員の3分の1
以上を占めている。
　彼らは革命闘争を行うなかで結束を強めて集団指導体制を形成した親の世代と
は異なり，一部は婚姻関係などで結ばれている。たとえば，カムタイ元党書記長
の娘であり書記局に入局したヴィアントーンは，1972年から1991年まで党中央
執行委員を務めたマイスック・サイソムペーンの息子であるカムペーンと婚姻関
係にある。今回予備委員一位となったマライトーンは政治局に入局したサルーム
サイの弟であり，カムタイの娘を妻にもつ。トーンルン新書記長の妻は，革命第
一世代指導者プーミー・ウォンウィチットの娘である。
　つまり，革命をめざして人民革命党19を結成し，内戦を戦ってきた第一世代，
第二世代の結束と権力が，その子どもたちや弟子，また近しい関係者に集団で継
承されているのである。いわば集団的権力移譲が行われ，子どもたちが新たな集
団指導体制を構築している。
　しかし，二世たちが党や国家機関の要職に就き国家運営を行っていくことは，
ラオスの文脈で考えれば悪いとはいえない。なぜなら彼らはエリートであるがゆ
えに教育や就業の機会に恵まれ，知識と経験を備えているからである。それは先
述したサルームサイの履歴をみればわかるであろう。弟のマライトーンもアメリ
カや日本への留学経験がある。
　とはいえ，特定の集団で国家を統治すれば，集団の利害が国益よりも優先され
る恐れがある。また，特定一族による支配も懸念される。たとえば，後述する3

19　�1955年3月22日の結成時はラオス人民党であり，1972年の第2回党大会でラオス人民革命党に改称
された。
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月の政府・国家機関人事では，カムタイ一族とその近しい関係者が計画・投資大
臣，工業・商業大臣，公共事業・運輸大臣，最高人民裁判所長官，会計監査機構
長に就任した。汚職や不正の拡大で党の信頼が低下していることから，あからさ
まに一族の利害を追及することはないであろう。しかし，経済主要部門と司法，
そして会計監査機関を特定の親族が抑えていることの危険性は否定できない。
　一方で，一部有力幹部の降格もあった。前期序列16位のブンポーン国会副議長，
22位のナム前アッタプー県知事20，62位のヴィドーン前ヴィエンチャン県知事21

が中央執行委員会から外れた。彼らは将来を期待された有力な中堅幹部であり，
ナムとヴィドーンは革命第一，第二世代の指導者を父にもつ。3人はいずれも前
回大会以降に汚職問題で異動していた。汚職問題に取り組む党の厳しい姿勢が改
めて示されたといえる。

第9期第1回国民議会で選出されたトーンルン国家主席（左）とパンカム首相

� （2021年3月22日，写真：新華社/アフロ）

20　ナムは2021年7月に引退した（Pasaxon, July 8, 2021）。
21　ヴィドーンは2021年4月に起きた船の転覆事故で死亡した。
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3-4 　第9期政府の誕生
　2021年2月21日に第9期国民議会（以下，国会）議員選挙が開催されたのを受
けて，3月22日の第1回国会で新たな政府・国家機関人事が決まった。政府閣僚
の多くがエリート家系出身だが，知識と経験豊富な中堅で構成されており，実行
力を兼ね備えた布陣といえる。
　まず国家主席と副主席人事は以下のようになった。国家主席には順当にトーンル
ン書記長が選出された。党書記長が国家主席を兼任することが慣例となっているた
め意外性はない。副主席にはブントーン書記局常任とパニー国会議長が選出された。
2003年から書記局常任が国家副主席を務めることが慣例となっており22，ブントー
ンの就任は順当であった。一方でパニーの就任は少し予想外といえる。先述のよう
にパニーは少数民族出身の女性という象徴的な存在であり，その後継としてシーサ
イが政治局入りした。ただしひとりでその任を担うのは時期尚早であり，パニーの
年齢も70歳と引退するにはまだ早い。2期10年務めた国会議長ポストは交代の時期
にきていたため，パニーのために副主席ポストをひとつ増やしたと考えられる。
　第9期内閣の首相には，党大会で序列2位となったパンカム・ウィパーワンが
事前予想のとおり就任した。パンカムの能力は高く，首相府時代には行政改革を
担当し，教育・スポーツ大臣時代には高等教育改革を進めた改革志向の人物であ
る。党長老だけでなく，中堅や若手もその実力を認めている。パンカムは1951
年4月14日生まれであり，トーンルンと同じく革命拠点であったフアパン県サム
ヌアの出身で，先述のように2人はソ連留学の時期も重なっていた。パンカムは
1977年から1983年までと，1985年から1988年までの2回にわたり旧ソ連に留
学し，マルクス・レーニン主義理論に関する研究で博士号を取得した。その後は
ラオス国立大学の前身であるヴィエンチャン教員養成学校で副校長を務め，首相
府副大臣，フアパン県知事，副首相兼教育・スポーツ大臣，党書記局常任・国家
副主席を務めてきたエリートである。
　副首相の人数は前回と同じ3人となった。前回からの留任は計画・投資大臣を
兼務するソーンサイである。カムタイの息子であるソーンサイには首相就任の噂

22　�2003年には当時のチュムマリー国家副主席が政治局常任に就任した。当時は書記局が廃止されてい
たため，政治局常任が現在の書記局常任に相当するポストであった。それ以降，第8回党大会で書記
局が復活してからこれまで，書記局常任が国家副主席を務めることが慣例となっていた。
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もあったが55歳と若く経験も浅い。少なくともあと5年は計画・投資という重要
分野で経験を積ませ，副首相として行政全般を学ばせてからステップアップとい
うことであろう。新たに副首相に就任したのはチャンサモーン国防大臣とキケー
オ政治局員である。チャンサモーンはラオス人民軍最高司令官であり，2018年
11月には歴代3人目の大将に昇格した（KPL, December 13, 2018）23。党書記局
には国防・公安部門が入っていないため，国防大臣に副首相を兼務させたと考え
られる。もうひとりのキケーオは大臣を兼務しておらず，副首相専任で文化・社
会分野を担う。
　そのほかの大臣は表1-5のとおりである。まず省庁の再編がありポストが減っ
た。2021年2月25日付で，政治局が科学・技術省の廃止を決定したため，同省
が所管していた業務は教育・スポーツ省，工業・商業省，エネルギー・鉱業省，

23　�後の2人はカムタイ元書記長と故シーサワート・ケーオブンパン元政治局員である。

表1-5　第9期政府（2021年3月22日国会承認）
　 役職 氏名 党中央役職
1 首相 パンカム・ウィパーワン 政治局員
2 副首相，国防大臣 チャンサモーン・チャンニャラート 政治局員
3 副首相，計画・投資大臣 ソーンサイ・シーパンドーン 政治局員
4 副首相 キケーオ・カイカムピトゥーン 政治局員
5 公安大臣 ウィライ・ラーカムフォーン 中央執行委員
6 外務大臣 サルームサイ・コムマシット 政治局員
7 工業・商業大臣 カムペーン・サイソムペーン 中央執行委員
8 首相府大臣，官房長官 カムチェーン・ウォンポーシー 中央執行委員
9 技術・コミュニケーション大臣 ボーヴィアンカム・ウォンダーラー 中央執行委員
10 農林大臣 ペット・ポムピパック 中央執行委員
11 天然資源・環境大臣 ブンカム・ウォーラチット＊ 中央執行委員
12 ラオス銀行総裁 ソーンサイ・シットパサイ 中央執行委員
13 労働・社会福祉大臣 バイカム・カッティニャ＊ 中央執行委員
14 情報・文化・観光大臣 スワンサワン・ウィニャケート＊ 中央執行委員
15 財政大臣 ブンチョーム・ウボンパスート 中央執行委員
16 公共事業・運輸大臣 ヴィアンサワット・シーパンドーン 中央執行委員
17 教育・スポーツ大臣 プット・シンマーラーウォン 中央執行委員
18 保健大臣 ブンフェーン・プームマライシット 中央執行委員
19 司法大臣 パイヴィー・シーブワリパー 中央執行委員
20 内務大臣 トーンチャン・マニーサイ 中央執行委員
21 エネルギー・鉱業大臣 ダーオウォン・ポーンケーオ 中央執行委員

（出所）Pasaxon, March 23, 2021を基に筆者作成。
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農林省，郵便・テレコミュニケーション省などに移管されることとなった（Lao 

Economic Daily, March 1, 2021）。そして3月22日に開催された国会では，郵便・
テレコミュニケーション省が技術・コミュニケーション省に改編された。
　承認された17省と省と同格の2つの国家機関を合わせた計19人の大臣のうち
留任が8人，横滑りが1人，復帰が1人，新人が9人であり，全体的には知識と実
務経験が豊富な布陣になったと評価できる。国防，計画・投資，外務，首相府大
臣・官房長官，技術・コミュニケーション24，内務のそれぞれの大臣とラオス銀
行総裁は留任した。横滑りはカムペーン労働・社会福祉大臣の工業・商業大臣へ
の異動であり，復帰はペット農林大臣である。ペットは2015年に農林副大臣か
ら大臣に昇格した後，すぐにトーンルン政権下の官房長官に就任しており6年ぶ
りの復帰である。そのほかの新人の多くは大臣就任前に同省の副大臣を務めてお
り実務経験が豊富だが，情報・文化・観光大臣に就任したスワンサワンの前職は
国会書記局長であった。
　司法や検査機関の人事は以下のとおりである。最高人民検察院院長には1月に
党中央執行委員会入りしたサイサナ同副院長が昇格した。政府検査機構長にはカ
ムパン政治局員・党中央検査委員会委員長が順当に就任した。同機構は政府検査
機構から国家検査機構に名称を変更し，政府から独立して国家主席の監督下でよ
り独立した機能を果たすこととなった（Vientiane Times, March 26, 2021）。政府
の活動や汚職を検査する機関が政府の監督下にあったこれまでの矛盾した体制を
改めたといえる。また検査機関をトーンルン国家主席のもとにおくことで，より
厳しい汚職対策を講じる意図が窺える。
　一方，最高人民裁判所長官にはカムタイの娘であるヴィアントーン書記局員が，
またヴィアントーンの妹と婚姻関係にある党中央執行予備委員マライトーンが国
家会計監査機構長にそれぞれ就任した。ラオスの人事は必ずしも専門性が重視さ
れるわけではない。ヴィアントーンは財政や予算管理分野で博士号を取得してい
る25。マライトーンはラオス国立大学工学部出身で同学部の講師を務め，ビジネ

24　�同省は改編された新組織だが郵便・テレコミュニケーション省からの改編であり同大臣を務めたボ
ーヴィアンカムがそのまま新大臣に就任したため留任と位置づけた。

25　�経 歴 に つ い て は 国 会 ホ ー ム ペ ー ジ を 参 照。（http://www.na.gov.la/files/documents/na8_
session3/21.pdf）
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スを幅広く手掛けていたことから経済・経営学部でも教鞭をとっていた。また，
ブアソーン元首相やトーンルン前首相の秘書官でもあった。2人の起用の意図は
不明であるが，先述のようにカムタイ家が汚職や不正が発生しやすい2つの部門
（計画・投資と公共事業）とそれを取り締まる2つの機関（最高人民裁判所と会
計監査）を独占したことは誤解を招きかねない。
　国家主席府長には，ケムマニー・ポンセーナー工業・商業大臣が就任した。ポ
ンセーナー家は現在のラオス・中国関係の象徴的存在である。というのは，ケム
マニーの父であり政治家であったキニム・ポンセーナーが1963年4月に暗殺され，
8人の子どもたちが中国に避難した後，6男のソマノーが学年は違うが習近平・
中国国家主席と同じ北京の小学校に通学し，一緒にサッカーなどをした同窓だか
らである（Guangyong and Tiantian 2017）26。ポンセーナー家は習近平と「友
人」関係にあり，ケムマニーも1963年から1969年まで中国で初等教育を修めて
いることから27，対中関係で役割を果たすことが期待されている。それに加えケ
ムマニーはもともと能力が高い。本人は引退を望んでいたとの噂もあるが，トー
ンルンがさまざまな面を考慮し自身の外交のサポート役としてケムマニーを抜擢
した可能性もある。
　第9期政府はエリート家系とその関係者が多く占めるものの，「転換」による
現状突破をめざすには所管分野での経験豊富な人材が多く，期待できる布陣にな
ったといえる。新型コロナウイルス問題を乗り切れば，指導力に定評のあるパン
カム首相のもとで改革が進むと考えられる。パンカムは3月22日の国会での就任
演説において，「本当のことを話し，勤勉で，誠実で，忍耐強く，倹約し，人民
のための政府が国会と人民の望みだと認識している」28と述べた。そして26日の
国会質疑では，国内総生産（GDP）や国民総所得（GNI）などといっても国民
には関係なく，彼らに雇用を分配し所得を向上させ格差を是正することがもっと

26　�ソマノーと習近平国家主席が小学校で一緒にサッカーなどをしていた関係だったことについては，
2021年6月10日に投稿されたCRI-FM931（中国国際放送局ラオス版ラジオ）のFacebookページ
の記事を参照。（https://www.facebook.com/crifm93/posts/3115742431987834）

27　�ケムマニーの履歴について工業・商業省ホームページを参照。（http://www.moic.gov.la/
Ministers_CV/HE-Khemmani_PHOLSENA_CV.pdf）

28　�パンカムの演説は，ラオス国営放送チャンネル1のYou Tube チャンネルを視聴した。視聴日は
2021年6月1日。（https://www.youtube.com/watch?v=hparf2lBRvc）
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も重要だとの考えを示すとともに，債務などさまざまな問題の原因が政府にある
ことを率直に認めた。その上でパンカムは国会議員に対して，政府を称賛するだ
けでなく，政治局や書記局などの職位を気にせず率直な意見をぶつけることが重
要であり，政府も批判は受け入れると述べた29。就任直後から国民に強いメッセ
ージを発しているパンカムへの期待は高い。

おわりに

　ラオスは党・政府の新指導部のもとで，改めて社会主義の理想をめざして国家
建設の再スタートを切った。党大会では「転換」を図り，さまざまな分野での現
状打破をめざすとともに，ラオスは社会主義建設の初期段階にあると時間が巻き
戻された。そして党・政府の新指導部はエリート家系の子息・子女が目立つもの
の，実力と経験を備えている。とくに，トーンルンとパンカムという指導力を有
する2人が党と政府のトップに就いたこともあり，新指導部に対する国民の期待
は高い。
　今大会で提示された党の基本方針はこれまでの経済開発最優先路線から転換し，
経済・社会的弱者をより重視したものとなった。それは国民の幸福が最大の目標
と位置づけられ，経済格差の是正や社会的機会の平等がめざされたことや，パン
カム首相の国会発言からもわかる。前回大会以降の5年間で経済開発の負の側面
が悪化し，党への国民の信頼も大幅に低下しており，国民の不満解消が急務とな
ったのである。そして党は，理想への到達は長い時間を要するため，改めて社会
主義経済・社会の初期の芽を育て，土台を構築するとの論理で社会主義建設の時
間を巻き戻した。このような党の対応は，1990年代後半のアジア通貨危機の際
と非常に似ている。
　一方で国民に対しては，建国の父の名を冠した「カイソーン・ポムヴィハーン
思想」を通じて党支配の正当化を行っている。社会主義イデオロギーによる党支

29　�国会質疑へのパンカムの回答については，ラオス 国営放送チャンネル1のYou Tubeチャンネルを
視聴した。視聴日は2021年6月1日。（https://www.youtube.com/watch?v=RBK1ANCfwew&l
ist=PLG8VTBSP8ZP3f3guthX5y4wCLh2Drpm4A&index=1&t=6s）
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配の正当化は国民にはわかりにくい。とくに若者にとってはなおさらである。党
大会では同思想に対して一度しか言及はなかったが，すでに2010年の教科書改
訂ではカイソーンに関する内容が道徳教科書に反映されている。2030年までに
同思想に関する教育カリキュラムが策定され，全国の教育機関で実施される予定
である。このように党支配の正当化作業は，2つの手段がとられている。
　新たな路線を実行に移す党と政府の新指導部は，知識と経験が豊富な布陣とな
った。党書記長のトーンルンと首相のパンカムは両者ともにリーダーシップと実
行力を兼ね備えている。2人の連携がうまくいけば改革も進むであろう。新指導
部誕生直後という状況を差し引いても2人に対する国民の期待は高い。しかし新
型コロナウイルス感染症拡大に対応しつつ，改革を進めるのは至難の業といえる。
　一方で，今回行われた党指導部の世代交代は，革命第一，第二世代からその子
どもたちへの集団的権力移譲でもあった。親たちが築いてきた集団指導体制が，
そのまま子どもたちの集団に継承されたのである。独裁体制の維持にとって指導
部内の結束は重要である。その意味においては，このような権力移譲は効果的と
いえる。しかしいくら彼ら／彼女らが優秀な人材だとしても，社会的上昇には家
系と権力者との関係性が重要であることを国民に改めて示すこととなった。それ
は社会の平等を掲げる方針とは矛盾する。家系に関係なく優秀な若者を体制に取
り込み，昇進の道を制度化することは将来の党にとっての課題であり，党支配体
制の維持にとって重要である。
　トーンルンとパンカムは国民の期待の高さを自覚している。新型コロナウイル
ス感染症の問題は続いているが，ラオスの国家建設にとって今後の5年間は，格
差是正や社会的平等の実現にとって重要な期間となる。そして，目標達成への期
待を抱かせるトーンルン・パンカム体制が誕生した。しかし2人だけで政策は実
行できないため，すべての党・国家機関職員が新たな思考をもち，リーダーを支
える必要がある。ラオスには再び「チンタナカーン・マイ」（新思考）が必要とな
っている。
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